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アクティブ･
オーナーシップ
良い変化を生むためのグローバルなエンゲージメント
アクティブ･オーナーシップは、お客様のために持続可能な価値を創出する取り組みです。 
リーガル・アンド・ジェネラル・インベストメント・マネジメント（LGIM）の年次レポートでは、2019年に
LGIMがどのようにしてこれを実践したかを詳しく説明しています。

"LGIMは、気候変動から役員報酬に至るまで、 
お客様や社会全体にとっての重要な問題につ 
いて、これからも企業や規制当局に対して厳 
然とした行動を取っていきます"

インベストメント・スチュワードシップ担当ディレクター 
サシャ・サダン 

2019年、LGIMは…

社と493
エンゲージメントを実施

50,900
の議案に投票*

世界全体で

4,000 人以上の

11 71%
*  日本企業の取締役587人を含みます。なお、これらの議決権行使は、LGIMの主要FTSEプールインデックスファンドの議決権行使指図を表しています。 
** 日本版スチュワードシップコードの再改訂に向けた金融庁との継続的なエンゲージメントなどが含まれます。

取締役の選任に反対*

30
世界各国の市場のスタンダードを 
引き上げることを目指して、
規制当局や政策立案者との約             のエンゲー
ジメントに参画**

LGIMの気候影響誓約（Climate Impact 
Pledge）のもと、
取り組みが遅れている            社に対し 
て議決権行使と投資行動を実施

取締役や監査役の適任性や報酬、または企業 
戦略のその他の要素に関わる問題を主な理由 
として、

投資先企業の                        で少なくとも1件の 
議案に反対投票
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本資料における個別企業への言及は、LGIMのスチュワードシップ活動をよりわかりやすくご説明するために掲載したものです。また、紹介された事例は過去の事象に基づくものであ
り、言及された個別銘柄については、現在及び将来、LGIMのポートフォリオでの保有または保有予定を意味するものではありません。本資料は、いかなる銘柄の購入も売却も推
奨するものではありません。

LGIMが目指すのは...

気候変動
•	 LGIMは、世界の大手資産運用会社20社のどこよりも多く、気候変動への積極的な対策を求める株主提案を支持しました1。

•	 LGIMは、気候変動への取り組みにおいて先駆的な企業と遅れている企業のランキングを、昨年に続き発表しました。この第2回
となるランキングには、取り組みの改善の余地が大きい企業としてエクソンモービルなど11社が挙げられています（参考：この11社
には、日本郵政やスバルが含まれています。）。

•	 LGIMはポーランドにおいて、欧州の規制強化やクリーンな代替エネルギーの価格が低下する中で採算割れのリスクが高く、また、
大気を汚染する石炭火力発電所の建設中止を求める訴訟での勝利に貢献しました。

ケーススタディ：BP 

2019年、LGIMは初めての株主提案を提出しました。他の主
要株主の協力のもと、巨大エネルギー企業BPに対し、同社の
戦略がパリ協定の目標とどれだけ整合しているかを説明するよ
う求めました。

この議案は、株主から圧倒的な支持を得て可決されました。そ
の後、BPは業界をリードする炭素排出削減目標を発表してい
ます。

... 投資対象である企業や資産、そして社会全体に良い変化をもたらすことです。2019
年、LGIMは以下の分野に重点的に取り組みました。

気候に関する投資家・企業間のエンゲージメントおよび議決権行使の評価
企業の気候に関する取り組みを評価する英国のNGOインフルエンスマップ（InfluenceMap）による、資産運用大手15社の
気候に関するエンゲージメントの総合評価においてLGIMは最高のA+に評価されました。
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出典 : InfluenceMap (2019)

 1. 出典： ShareAction, Voting Matters （仮邦題：議決権行使は重要） (2019)
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ダイバーシティ
•	 日本企業19社に対してジェンダー・ダイバーシティを改善する

よう働きかけました。また、女性取締役不在のTOPIX100
企業について2020年からは取締役の選任議案に反対す
る方針を発表しました。

•	 LGIMが過去3年間にわたってエンゲージメントの対象として
きた米国企業72社のうち51社において、今では少なくとも1
人の女性取締役が就任しています。

•	 取締役会のダイバーシティに問題があることを理由として、世
界各国の企業の190人を超える取締役の選任に反対し
ました。

所得の不平等
•	 世界全体で35％の役員報酬に関する議案 に反対票を

投じました。

•	 従業員に対して「生活賃金（暮らしの基本的ニーズを満た
す生活を維持するために必要な最低限の賃金）」を支払う
よう、投資先企業に働きかけました。

•	 米国では、「セイ・オン・ペイ（Say on Pay）」制度に関する
352の議案に反対票を投じたのに加え、報酬のあり方の改
善 を求める32の株主提案に賛成しました。

企業との主なエンゲージメントのテーマ

気候変動 報酬 ダイバーシティ 取締役会の構成　　
　　 

経営戦略

ESGインテグレーション
•	 LGIMは、リサーチとエンゲージメントのグローバルなプラットフォームを構築し、資産運用業

務全体にわたりセクターごとの知見を結集しています。

•	 業界において先進的な「フューチャー・ワールド」戦略を拡充するとともに、環境・社会・ガバ
ナンス（ESG）の観点を取り入れた複数のファンドを立ち上げました。

•	 LGIM独自のESGスコアの算出手法の見直しを続け、スコアの低い企業98社の取締役
会議長宛ての書状にて、社会やガバナンスの取り組みと情報開示（データの第三者保証
を含む）の改善を求めました（参考：日本企業8社に対する改善要求が含まれます。）。

•	 「グローバル不動産サステナビリティ・ベンチマーク（GRESB）」評価を受けたLGIM Real 
Assetsのファンドすべてが、グリーンスターを取得しました。

環境のトピックに関する 
エンゲージメント件数

ガバナンスのトピックに  
関するエンゲージメント件数

他のトピック（財務や  
戦略など）に関する  

エンゲージメント件数

「フューチャー・ワールド・  
プロテクション・リスト」の  

エンゲージメント件数*

社会のトピックに関する 
エンゲージメント件数

239

274
379

132

86
2019年のESGエンゲージメントの内訳

*国際的に認められたサステナビリティや人権に関する最低水準を下回る企業とのエンゲージメントを意味します。



重要事項

投資の価値とそれから得られる収益は保証されているものではなく、変動するおそれがあり、投資した元本を取り戻すこと 
ができない場合があります。
本資料の原文は、英文であり、日本語訳は参考までに提供されるものです。英文と日本語訳に齟齬がある場合には、英 
文が優先します。
© 2020 本資料の著作権は、LGIM が有しております。
Legal & General Investment Management Ltd, One Coleman Street, London, EC2R 5AA 
LGIMは、金融行為監督機構による認可を受けその規制下にあります。

CC12832020.

@lgim

お問い合わせ
LGIMについての詳細は、lgim.comをご覧いただくか、LGIMの営業担当者までご連絡ください。

LGIMが注力したその他の分野
•	 ロビー活動 –– 政策に影響を及ぼすことを目的とする活動について情報開示を要求

•	 ガバナンス –– 長期的な成功に向けて企業を支援

•	 M&A –– 取引における投資家の利益を保護

•	 アクティビズム –– あらゆる当事者との協業を通じて企業とお客様の長期的利益を保護

•	 企業文化 –– LGIMの基準が満たされない場合に介入

•	 投資家の権利 –– 1株1議決権の原則の主張

•	 受託者の教育 –– お客様が十分な情報に基づく意思決定を行えるよう支援

•	 非業務執行取締役の教育 –– 企業のベストプラクティスを示すガイド9点を発表し、非業
務執行取締役向けのイベントを開催

レポート全文（英語のみ）

LGIMのスチュワードシップ活動における具体的な事例などの詳
細は、アクティブ・オーナーシップ・レポートの全文をご覧ください。 
www.lgim.com/activeownership 

LGIMのインベストメント・スチュワードシップのチームは、LGIMブ
ログやポッドキャストチャンネル「LGIM Talks」でも最新情報を
定期的に発信しています。

また、リーガル・アンド・ジェネラル・インベストメント・マネジメント・ジ
ャパン株式会社のウェブサイトにて一部の資料の日本語訳を
掲載しています。  
https://www.lgimjapan.com/ja/jp/resources
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Why we engage for changeWe are living through extraordinary times with  little precedent in living memory. 
The coronavirus outbreak presents an immediate threat to the health and livelihoods of 
people across the world. It has reminded us of just how dependent we all are on each other 

– and just how important it is to push for resilient, sustainable markets and companies, 
where employees are valued and rewarded.
At the same time, the longer-term challenges arising from rapid technological, social and 
environmental change will not go away. We believe that our industry has a responsibility to 
do much more to address them. 
Our ninth annual Active Ownership report outlines the decisive action we are taking, on 
behalf of our clients, to tackle issues as diverse as climate change and income inequality. In 

doing so, we are turning Legal & General Group’s vision of inclusive capitalism – where the 
benefits of economic growth are broadly shared – into a reality. 
Responsible investing – today
We believe that responsible investing is crucial to mitigate risks, capture opportunities and 
strengthen long-term returns. Clients are increasingly demanding this.Active engagement with companies and policy-makers is a key component of our 

approach; in the following pages, you will see examples of where we were successful 
in 2019, often in collaboration with our industry peers, in raising standards at individual 
companies and in entire markets. But you will also read about where more needs to be 
done.

In addition, you will learn how we have exercised our voting rights, embedded the principles 

of responsible investing across our diverse business and continue to develop strategies 
explicitly linked to environmental, social and governance (ESG) criteria. It is clear that to deal with the challenges of tomorrow, investors must increasingly look at 

information that may not be on companies’ balance sheets. And to deal with the challenges 

of today, companies must take the necessary steps for their employees and society. 
At LGIM, we will continue to support companies in doing the right thing on behalf of all 
stakeholders.

I hope you find the report informative and stimulating. And I thank the Investment 
Stewardship team, alongside colleagues across LGIM, for their hard work and passion in 
helping us to continue leading our industry in addressing the era-defining issues we all face.

Michelle Scrimgeour CEO of LGIM
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Active 
ownership

Global engagement to deliver positive change
Active ownership means working to create sustainable value for our clients. Our annual report details how we achieved this in 2019.


